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Ⅲ
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軒
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.
中
心
　
l
l

第
二
翠
　
「
昏
-
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
.

第
一
節
　
「
苔
く
こ
と
」
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た
設
問

こ
れ
ら
の
設
問
を
'

表
現
の
形
を
指
定
し
て
雪
か
せ
る
も
の
<
七
八
V
と
,
特
　
l

計 -
二

年 年 年

旦 」〔 6 一旦旦ー
冨寺
敬

lil 6 」旦-j 畢ー

日臨
書己宝窪
手随
適塾

」旦一 6 1 」し
的中
語説
ー恵一

tEー4 ー 2 1

旦 4 」旦l上し
論
説

」L l 1 1 1
朝言己
告録

0 0 0 0
演説
遡jK

8 1 」し 2
淡
文

117 24 41 52
計

に
表
現
の
形
を
指
定
し
て
い
な
い
も
の
<
三
九
V
と
の
こ
グ
ル
ー
プ
に
分
け
　
別

て
'
傾
向
を
み
て
い
-
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T

形
態
を
指
定
し
て
容
か
せ
る
設
問

<
形
態
別
・
学
年
別
幌
向
∨

・
設
問
数
∧
一
一
七
∨

第
九
表
で
わ
か
る
よ
-
に
、
日
記
・
随
繁
・
随
想
単
元
に
お
け
る
設
問
が
多

-
'
つ
い
で
へ
論
説
文
単
元
、
詩
歌
嬰
苑
へ
小
説
・
物
語
単
元
へ
戯
曲
単
元
へ

洪
文
嬰
冗
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
へ
学
年
が
す
ゝ
む
に
つ
れ
て
'
設
問
数
は
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

形
態
と
し
て
は
'

詩
歌
の
創
作
が
一
番
多
-
、
つ
い
で
へ
小
説
、



と
な
っ
て
い
る
。
各
形
態
別
に
み
て
い
-
と
、
つ
ぎ
の
よ
L
L
l
に
な
る
。

H
　
詩
歌
の
類
～
詩
八
一
一
∨
・
短
歌
八
一
〇
∨
・
俳
句
∧
七
∨
・
川
柳

八
一
∨
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
'
詩
お
よ
び
短
歌
に
関
す
る
も
の
が
多

い
。
た
と
え
ば
t

o
叙
景
で
も
野
情
で
も
'
な
ん
で
も
よ
い
か
ら
'
自
分
の
生
沼
を
中
心
と
し

て
短
歌
を
作
っ
て
み
よ
う
。
(
明
治
・
一
年
・
「
短
歌
と
俳
句
」
)

o
「
道
程
」
の
詩
の
自
由
な
ス
タ
イ
ル
を
よ
く
味
わ
っ
て
'
「
希
望
」
と
い

、
・
小
　
　
人
'
I
'
.
.
*
　
:
.
∴
i
'
l
l
 
f
∵
　
　
　
I
l
-
-
;
.
:
・

「
道
程
」
)

な
ど
で
あ
る
.
題
材
は
、
特
に
そ
の
指
定
は
な
く
自
然
や
日
常
生
活
に
求
め

て
容
か
せ
る
も
の
が
大
部
分
を
占
埼
て
い
る
。

臼
　
小
説
'
物
語
'
劇
の
析
-
教
科
雪
中
の
小
説
'
物
語
を
脚
色
す
る
も
の

が
比
較
的
多
く
八
九
V
、
物
語
に
改
め
る
も
の
<
六
∨
'
童
話
に
作
り
か
え
る

も
の
<
二
v
t
小
説
に
改
め
る
も
の
八
一
∨
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
'

0
「
R
,
山
拾
得
」
を
劇
と
し
て
脚
色
L
t
　
そ
の
場
合
'
原
作
を
ど
の
よ
う
に

構
成
し
直
せ
ば
上
い
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
　
(
自
習
・
一
年
・
寒
山
拾

得
)

0
1
茶
の
生
涯
に
は
特
に
哀
れ
決
い
も
の
が
あ
る
o
　
か
れ
の
句
を
遥
ん
で

「
あ
る
日
の
一
茶
」
　
と
い
-
顕
で
小
説
か
ド
ラ
マ
を
作
っ
て
み
よ
う
。

(
日
哲
二
年
・
近
世
俳
句
)

0
蕪
村
の
句
の
一
つ
を
凝
っ
て
'
短
い
物
語
に
改
埼
て
み
よ
う
。
(
角
川
・

l
ニ
年
・
浅
間
の
誘
)

0
こ
の
作
品
を
子
供
に
話
し
て
開
か
せ
る
た
め
に
、
も
っ
と
や
さ
し
く
作
り

覆
し
て
み
よ
-
0
(
教
図
研
・
三
年
・
寒
山
拾
得
)

な
ど
'
小
説
、
物
語
'
俳
句
'
漢
詩
'
謡
曲
な
ど
を
他
の
形
態
に
改
め
る
と
い

う
も
の
が
、
大
部
分
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
'
伝
記
を
容
か
せ
る
も
の
も
二
例
み

え
て
い
る
。

0
(
「
筋
の
通
っ
た
文
革
の
召
き
方
」
)
を
参
考
と
し
て
'
宍
陰
に
あ
る
人

物
の
伝
記
を
ま
と
の
て
み
よ
-
。
(
教
図
研
・
一
年
、
表
頭
と
理
解
)

肖
　
随
笠
へ
紀
行
へ
日
記
も
手
紙
の
塀
-
ま
ず
へ
　
日
記
、
手
紙
に
関
す
る
も

の
<
九
V
で
、
手
紙
<
六
V
、
日
記
<
三
∨
と
な
っ
て
い
る
。
手
紙
の
場
合
、

そ
の
相
手
は
、
先
生
へ
親
し
い
友
人
あ
て
の
も
の
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

0
恩
師
へ
の
近
況
報
告
、
披
先
か
ら
の
友
人
に
あ
て
た
手
紙
を
容
い
て
み

よ
う
。
(
大
原
二
年
・
手
紙
の
文
章
)

0
親
し
い
人
に
出
す
手
紙
を
習
い
て
み
よ
う
。
(
清
水
・
二
年
・
摂
累
と
細

粒
)

こ
の
ほ
か
へ
制
約
な
く
へ
自
由
に
書
か
せ
る
も
の
も
あ
る
。

o
ま
た
へ
　
自
分
で
も
自
由
に
適
当
な
相
手
を
求
め
て
手
紙
を
雷
い
て
み
よ

う
。
(
三
省
堂
・
一
年
・
若
き
詩
人
へ
の
手
紙
)

日
記
で
は
へ
た
だ
日
記
を
雪
い
て
み
上
-
と
い
-
消
極
的
な
も
の
と
'
自

分
の
日
記
を
発
表
し
、
批
評
し
合
-
も
の
と
が
あ
る
。

o
今
ま
で
日
記
の
つ
け
た
こ
と
の
な
い
者
が
あ
っ
た
ら
.
こ
の
機
会
に
日
記

を
つ
け
て
み
よ
う
。
(
(
潜
水
二
一
年
・
既
累
と
紡
担
)

o
め
い
幼
い
の
日
記
を
発
表
し
て
批
評
し
合
お
う
(
文
学
社
・
一
年
・
殿
中

日
記
)

つ
い
で
へ
紀
行
文
へ
田
繁
で
は
'
八
例
の
う
ち
'
田
笠
∧
五
V
t
　
紀
行
文

<
三
∨
と
な
っ
て
い
る
。

o
「
う
れ
し
き
も
の
」
と
い
-
題
で
'
随
筆
文
を
m
い
て
み
よ
う
。
(
好
学

社
・
三
年
、
「
-
れ
し
き
ち
の
」
)
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o
季
節
ま
た
は
日
常
生
活
に
関
す
る
随
賢
を
容
い
て
み
よ
o
　
(
三
省
堂
二

年
・
蛇
人
の
喜
び
)

o
休
暇
中
の
山
岳
旅
行
な
ど
を
匙
材
と
し
て
紀
行
文
を
作
れ
.
(
中
教
二

年
・
ギ
リ
シ
ャ
に
て
)

こ
の
よ
う
に
、
教
材
と
同
じ
題
材
で
容
か
せ
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
ほ
か
'

詩
歌
の
場
合
と
同
じ
よ
-
に
'
自
然
あ
る
い
は
日
常
生
活
の
中
か
ら
自
由
に
そ

の
削
村
v
-
a
ん
で
S
^
i
J
も
も
0
-
J
a
S
る
。

田
　
i
W
,
、
　
　
　
　
　
こ
こ
で
<
W
 
l
>
r
?
-
丈
八
一
V
v
4
-
,
'
^
?
文
<
K
l
>
で
-
w

る
。
論
文
で
は
'
芯
　
　
指
y
:
>
i
-
t
f
-
＼
、
サ
'
-
 
'
I
'
-
i
阿
臥
蝣
K
-
日
H
V
:
J
払
え
て
叩
一
‥
か

せ
、
評
論
文
で
は
、
幸
福
'
人
生
の
目
的
、
読
書
へ
琴
　
平
和
と
い
っ
た
題
目

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

0
学
校
内
外
の
身
近
な
間
匙
を
捕
え
て
論
文
を
智
い
て
み
よ
う
。
　
(
教
図

研
二
二
年
・
国
語
学
習
の
長
閑
)

○
こ
の
文
革
の
諭
旨
の
進
め
方
を
研
究
し
、
そ
れ
に
な
ら
っ
て
次
の
顕
に
つ

い
て
評
論
を
冒
い
て
み
よ
-
0

○
平
和
に
つ
い
て
(
日
当
・
二
年
・
自
由
に
つ
い
て
)

的
　
記
録
、
報
告
文
の
如
-
記
録
文
'
レ
ポ
ー
ト
で
<
四
∨
と
な
っ
て
い
る
。

〇
日
分
の
得
意
と
す
る
学
科
へ
~
あ
る
い
は
毎
日
目
に
触
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
'
細
か
に
敏
察
研
究
へ
そ
の
折
池
を
'
こ
の
文
を
手
本
に
し
て
文
軍

に
ま
と
め
て
み
よ
-
0
(
日
詔
・
一
年
・
雪
を
作
る
話
)

○
部
沼
動
や
合
宿
等
、
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
共
同
生
活
を
営
ん
だ
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
そ
の
記
録
を
発
表
し
よ
う
。
(
秀
英
・
二
年
・
白
い
大
陸
)

そ
れ
に
し
て
も
'
あ
ま
り
に
も
設
問
数
が
少
な
い
o

こ
の
ほ
か
へ
詩
の
趣
を
絵
や
容
に
か
き
あ
ら
わ
す
設
問
も
一
例
み
ら
れ
る
。

奇
形
酎
別
に
み
て
く
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
学
的
な
も
の
を
富
か
せ
る

設
間
が
多
-
八
六
七
V
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
'
非
文
学
的
な
論
文
へ
評
論

文
'
記
録
'
報
告
文
を
日
か
せ
る
設
問
は
<
一
〇
V
で
、
非
常
に
少
な
い
。

こ
れ
ら
を
学
年
別
に
見
る
と
'
文
学
的
な
も
の
を
習
-
こ
と
を
要
求
し
た
設

問
は
'
一
年
に
多
く
学
年
が
す
ゝ
む
に
つ
れ
て
、
し
だ
い
に
少
な
-
な
っ
て

い
る
。
非
文
学
的
な
も
の
を
習
く
こ
と
を
要
求
し
た
設
問
は
'
二
年
に
多
-
ち

ら
れ
る
。

〕l
　
形
描
を
指
定
し
な
い
で
封
か
せ
る
設
問

【
`
■特
に
表
現
の
形
隅
を
指
定
し
な
い
で
「
-
　
に
つ
い
て
文
を
容
い
て
み
よ

-
o
 
L
　
「
-
-
に
つ
い
て
作
文
を
書
い
て
み
よ
う
。
」
と
い
っ
た
形
の
設
閏
で

あ
る
。た
と
え
は
'

O
「
文
化
に
つ
い
て
」
と
い
う
田
で
'
作
文
を
空
い
て
み
上
-
0
(
明
治
・

三
年
・
文
化
と
は
な
に
か
)

○
諸
君
の
身
近
の
動
物
を
尾
に
し
た
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
文
章
を
m
T
]
い
て
み
よ

-
　
C
-
K
作
a
-
i
i
年
・
百
虫
訟
)
な
ど
で
蝣
v
Q
る
.

こ
れ
ら
を
へ
そ
の
題
の
求
の
か
た
に
よ
っ
て
へ
随
笠
的
な
も
の
へ
紀
行
文
的

な
も
の
へ
評
論
的
な
も
の
な
ど
に
分
け
て
み
る
。
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こ
の
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
'
随
笠
、
紀
行
文
に
あ
た
る
も
の
が
多
い
.

〇
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
各
自
の
地
方
の
動
柄
物
を
弘
材
に
し
て
'
文
革
を

習
い
て
み
よ
o
(
間
門
二
年
・
伐
不
随
繁
)

○
で
き
れ
ば
、
自
分
の
鰻
の
経
験
を
書
い
て
み
よ
-
0
(
三
省
望
二
1
年
・

X
r
'
'
"
'
-
那
)

つ
い
で
へ
＼
山
-
'
V
化
な
ど
M
S
t
む
め
(
'
.
」
・
'
す
な
-
<
」
'
詳
論

的
な
も
の
が
多
い
。

O
「
私
の
人
生
論
」
と
い
う
題
で
作
文
を
召
け
.
(
三
省
堂
金
田
一
・

二
年
・
原
始
林
の
中
へ
)

O
「
新
聞
と
わ
れ
わ
れ
の
生
活
」
と
い
う
馬
で
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。
(
清

水
・
一
年
二
日
間
」
:
2
<
3
)

こ
の
ほ
か
、

O
n
的
V
-
-
3
-
'
た
'
J
i
B
i
-
i
f
t
い
て
r
輔
よ
う
。
(
文
学
托
二
二
祥
・
,
、
、
レ
-
C
.
蝿

鋭
)
○
悟
餌
に
見
ら
れ
る
近
所
の
紐
築
、
彫
刻
な
ど
に
つ
い
て
挟
撃
班
山
笠
の
文

を
召
い
て
み
・
L
i
う
0
(
明
治
・
三
年
・
百
済
撰
音
)

な
ど
の
鑑
賞
文
も
あ
る
.
ま
た
'

○
身
近
な
人
に
つ
い
て
の
印
象
を
文
翠
に
表
現
し
て
み
よ
う
O
(
大
佐
館
・

こ
と
ぷ
き
)

○
屋
に
関
す
る
伝
説
を
知
っ
て
い
た
ら
'
そ
れ
を
文
軍
に
容
き
表
わ
し
て
み

上
-
0
(
日
日
・
二
年
・
星
)

○
こ
れ
は
謂
君
と
い
-
ら
も
年
の
違
わ
な
い
人
々
の
習
い
た
文
で
あ
る
。
諸

君
も
山
な
り
'
海
な
り
、
あ
る
い
は
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
記
翼
で
ヨ
い
て
み

よ
う
(
~
Z
水
・
一
半
∴
蝣
'
-
r
-
r
f
・
,
y

蝣
-
X
i
-
-
蝣
.
i
小
、
い
て
)

○
最
近
経
験
し
た
事
が
ら
を
'
そ
の
組
み
立
て
を
く
ふ
-
し
て
文
革
に
習
い

て
み
よ
う
0
　
(
三
省
堂
二
一
年
・
文
章
の
組
み
立
て
)

な
ど
が
あ
る
。

こ
こ
で
い
え
る
こ
と
は
'
随
笠
的
'
紀
行
文
的
な
も
の
が
多
い
割
合
に
は
'

評
へ
.
=
的
　
　
　
　
な
い
ー
[
-
^
r
刊
に
r
ぺ
る
L
L
t
2
2
i
-
-
的
・
,
 
'
-
"
・
-
.
P
O
は
　
i
:
J
-
に
t
*
.

-
み
ら
れ
'
評
論
的
な
も
の
が
'
二
へ
三
年
に
多
い
。

こ
こ
で
t
 
y
:
:
:
-
:
蝣
;
-
:
-
~
>
^
し
,
J
r
-
-
>
-
,
せ
る
ち
J
L
 
H
J
j
-
I
L
・
>
'
い
で
H
か
せ
る

も
の
と
を
合
わ
せ
て
考
て
み
る
.

こ
の
よ
う
に
、
「
召
-
こ
と
」
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た
設
問
で
は
'
一
年

に
特
に
多
-
'
三
年
に
な
る
と
'
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

叫
,1
、
門
六
.
ら
t
I
る
と
t
V
v
:
的
^
-
"
0
ォ
㍉
'
蝣
f
:
,
せ
一
三
i
r
i
V
i
-
K
H
-
v
.
'
占
あ

て
へ
<
八
八
V
で
あ
り
'
論
説
的
な
文
章
を
書
か
せ
る
も
の
は
<
二
九
V
で
t

p
T
f
-
に
小
な
い
。

第
二
節
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
に
関
遵
し
た
「
苦
く
こ
と
」
の
設
問

こ
こ
で
は
'
教
材
の
読
解
を
中
心
に
し
な
が
ら
'
あ
わ
せ
て
'
「
習
く
こ

と
」
を
も
要
求
し
た
設
問
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

設
問
数
<
一
二
〇
〇
∨

読
解
で
の
分
旭
項
目
に
よ
っ
て
、
そ
の
傾
向
を
み
て
い
-
o



第
十
三
麦
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
'
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
を
ま
と
め
る

項
目
が
<
一
二
〇
〇
V
の
う
ち
八
四
三
三
V
で
'
他
を
圧
し
て
多
い
o
　
こ
れ

は
へ
要
点
を
ま
と
め
て
苔
か
せ
る
も
の
で
'
そ
の
大
部
分
は
'
論
説
文
の
単
R

に
お
け
る
設
問
で
あ
る
o
　
つ
ぎ
に
多
い
の
は
'
作
品
の
大
意
や
嬰
旨
を
琶
か
せ

第
c
c
 
i
*
y

る
e
>
j
間
へ
蝣
2
2
-
?
v
や
二
.
八
増
に
対
し
て
試
*
5
Q
'
i
J
輿
t
:
=
見
蝣
>
?
'
i
~
U
か
せ
る
i
'

i
-
i
間
と
い

う
順
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
へ
ジ
ャ
ン
ル
別
へ
学
年
肌
の
設
問
数
を
蓑
に
し
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う

に
な
る
。

古
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(
　
)
内
は
古
典
(
古
文
)
に
関
す
る
も
の

午
折訂

年 年

3 0
】
1 o

朝言己
告録

7 o o 3
′..、
艶話
記涙
、一..′】

I-
盈 214

85)

187

2 )

2 15

論
説
文

∴ 05)

190
2 )
2 2(】
計

(非文学教材)

宕汚16衷

(
浜
文
数
材
)

こ
の
よ
う
に
'
論
説
文
学
九
に
閑
述
し
た
も
の
が
一
番
多
-
'
つ
い
で
へ
随

筆
・
日
記
・
手
紙
の
単
苑
へ
小
説
・
物
語
単
元
で
あ
る
O
学
年
別
に
み
る
と
'

文
学
教
材
の
場
合
は
'
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
学
年
が
す
ゝ
む
に
し
た
が
っ

て
'
設
問
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
.
非
文
学
教
材
で
は
'

・
t
^
i
'
傾
向
は
r
t
ら

れ
な
い
。
つ
ぎ
に
'
各
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
検
討
し
て
い
-
0

…
-
-
'
i
「
∴
‥

H
　
詩
歌
単
元
に
閑
遷
し
た
設
開
<
一
〇
三
∨

こ
こ
で
は
'
教
材
そ
の
も
の
に
つ
い
て
へ
　
感
恕
文
を
m
か
せ
る
も
の
八
一

一
>
'
鑑
賞
・
批
評
文
を
書
か
せ
る
も
の
<
四
〇
V
で
、
大
半
を
占
め
て
い

a
s

例
を
あ
げ
る
と
、

○
芭
六
、
薫
村
へ
一
茶
の
そ
れ
ぞ
れ
の
句
一
つ
を
去
び
'
惜
埠
な
感
想
文
を

作
れ
。
(
申
教
・
三
年
・
近
性
の
俳
句
)

○
好
き
な
歌
を
二
百
選
び
'
鑑
望
文
を
作
れ
。
(
一
二
省
望
金
田
l
　
二
年
・

い
3
f
f
i
十
百
)

な
ど
で
あ
る
。
つ
い
で
へ
句
風
'
歌
風
の
特
色
に
つ
い
て
文
軍
に
か
き
あ
ら
わ

す
も
の
が
<
一
三
V
で
'
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
o

O
芭
蕪
へ
蕪
村
'
一
茶
の
句
風
の
相
違
を
ま
と
め
よ
う
。
(
角
川
・
三
年
・

域
断
の
3
8
)

詩
歌
の
場
合
、
主
題
・
要
旨
を
ま
と
の
た
り
へ
構
成
に
つ
い
て
ま
と
の
る
と

い
-
設
問
は
'
き
わ
め
て
少
な
-
な
っ
て
い
る
。

f
r
　
随
第
・
日
記
・
手
紙
の
単
R
に
関
連
し
た
設
問
<
一
六
七
∨

第
十
四
表
を
み
る
と
'
設
問
数
は
'
一
年
二
年
に
多
-
、
三
年
で
は
'
非
常

に
少
な
い
。

項
目
は
'
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
、
主
瓢
へ
要
旨
を
ま
と
め
る
も
の
が
∧
七

六
V
で
'
約
半
数
ち
か
く
を
占
妙
て
い
る
。
つ
い
で
'
感
想
へ
意
見
を
容
か
せ

た
り
へ
　
批
評
文
・
評
釈
文
を
喜
か
せ
た
り
す
る
も
の
八
二
四
∨
と
な
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
へ

○
読
後
の
感
想
を
召
い
て
み
よ
う
。
(
大
原
・
一
年
・
随
笹
案
内
者
)

O
「
同
じ
心
な
ら
ん
人
」
　
「
あ
る
人
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
」
　
「
船
を
つ
か

ん
と
す
る
人
」
の
う
ち
へ
　
い
ず
れ
か
一
つ
に
つ
い
て
賛
否
の
岩
見
を
雪
い

て
み
上
-
.
(
跨
文
望
・
1
年
・
徒
然
草
)

○
気
に
い
っ
た
部
分
を
ぬ
き
出
し
て
'
そ
の
評
釈
文
を
ヨ
い
て
み
よ
う
0

99



(
大
修
館
・
一
年
・
奥
の
細
道
)

な
ど
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
へ
繁
者
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
設
問
は
∧
一
九
V
で
あ
る
O
た
と

え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
-
な
も
の
で
あ
る
。

○
作
者
は
'
自
然
の
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
愛
し
て
い
る
の
か
、
要
餌
よ
く

ま
と
妙
て
み
よ
う
0
(
文
学
社
・
一
年
・
自
然
と
人
生
)

こ
こ
で
は
、
学
習
者
の
反
苛
を
求
め
た
り
'
教
科
書
外
の
研
究
を
求
め
て
容

か
せ
る
も
の
は
、
非
常
に
少
な
い
。
-

肖
小
説
・
物
語
の
単
元
に
関
遷
し
た
設
問
八
一
四
九
∨

主
問
・
要
旨
・
あ
る
い
は
捕
戊
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
る
も
の
が
'
八
四

八
V
で
、
約
一
二
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
多
い
の
は
'
登
場
人

物
に
関
し
て
告
か
せ
る
も
の
で
'
<
三
六
∨
あ
る
。

○
で
き
れ
ば
、
原
作
を
読
ん
で
、
主
人
公
の
生
き
方
に
つ
い
て
ま
と
妙
よ

う
。
(
角
川
二
二
年
・
暗
夜
行
路
)

と
い
っ
た
例
で
あ
る
。

つ
い
で
へ
作
品
に
対
す
る
感
柑
文
へ
鑑
空
文
あ
る
い
は
意
見
を
容
か
せ
る
も

の
が
<
二
八
V
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
へ
学
習
者
の
反
省
や
教
科
書
外
の
研
究
を
求
め
て
容
か
せ
る
も
の

は
'
わ
ず
か
へ
二
二
二
例
に
す
ぎ
な
い
。

脚
戯
曲
の
単
元
に
開
運
し
た
設
問
八
三
九
∨

こ
こ
で
比
較
的
多
い
も
の
は
'
主
題
・
要
旨
・
構
成
に
つ
い
て
ま
と
め
る
も

の
八
一
七
V
で
あ
り
'
つ
い
で
登
場
人
物
に
関
す
る
も
の
八
一
一
∨
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
小
説
・
物
語
に
お
け
る
場
合
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
読
後
感
や
芯
兄
を
書
か
せ
る
も
の
は
'
わ
ず
か
二
例
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
へ

学
円
満
の
匠
H
や
い
-
・
f
~
-
j
t
~
'
~
斗
_
-
f
v
.
i
'
、
.
九
㌢
∵
め
て
7
,
,
-
~
*
i
蝣
/
せ
る
・
、
蝣
'

,
.
r
蝣
蝣
-
、
T
,
.
斗
'
-
r
-
¥
i
少

な
い
。

教
材
と
の
関
係
を
み
る
と
、
全
体
と
し
て
、
(
特
に
二
年
・
三
年
)
古
典
教

材
に
-
・
・
*
'
*
・
"
-
,
*
.
.
∵
・
‥
-
.
)
s
V
.
∵
い
.

文
学
教
材
に
関
す
る
設
問
を
と
お
し
て
み
る
と
'
詩
歌
嬰
花
で
は
'
大
部
分

が
作
品
に
対
す
る
感
想
文
・
鮮
謂
且
批
評
文
を
詔
か
せ
る
鴇
の
で
あ
り
'
随
笠
・

日
記
・
手
紙
の
草
花
で
は
、
主
題
・
要
旨
あ
る
い
は
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
を

ま
と
め
る
こ
と
が
'
か
な
り
環
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
物
語
・
小
説
・
賦
曲

の
学
兄
で
は
'
主
題
・
要
旨
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
'
登
場
人
物
に
関
し
て
ま

と
め
る
こ
と
が
多
-
求
め
ら
れ
て
い
る
O
学
習
者
の
反
省
を
求
め
た
り
、
教
科

雷
外
の
研
究
を
求
埼
て
書
か
せ
る
設
問
は
'
文
学
教
材
の
場
合
は
、
他
の
項
目

と
此
較
す
れ
ば
'
ほ
と
ん
ど
開
祖
に
な
ら
な
い
-
ら
い
少
な
い
。

l
u
王
非
文
学
教
材
の
場
合

「
一
r

H
記
録
・
報
告
嬰
花
に
関
す
る
設
問
<
三
∨

わ
ず
か
に
三
例
で
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
は
'
大
志
喫
旨
を
ま
と
め
る
も
の
の

辺
耐
s
g
s
s

f
J
試
-
3
拭
.
u
^
.
g
,
J
関
す
る
=
改
間
八
八
∨

こ
れ
も
'
設
問
数
が
非
常
に
少
な
い
。
∧
七
V
が
大
意
・
要
旨
を
ま
と
め
る

も
の
で
'
他
の
八
一
V
は
¥
t
>
蝣
<
:
蝣
:
-
:
?

v
-
v
.
-
f
'
蝣
る
・
、
T
り
O
a
C
る
。

⇔
論
説
文
単
元
の
場
合
<
六
〇
六
>

「
読
む
こ
と
」
の
学
習
に
関
連
し
た
「
訂
く
こ
と
」
の
設
問
数
∧
一
二
〇

〇
V
の
約
半
数
は
へ
こ
の
論
説
文
学
花
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
O
し
か
も
へ
そ

の
中
で
'
主
包
お
よ
び
論
旨
を
ま
と
め
る
も
の
∧
二
八
V
へ
「
こ
と
が
ら
」

の
要
点
を
ま
と
め
る
も
の
∧
三
四
四
V
で
'
合
わ
せ
て
'
全
体
の
七
割
に
あ
た

一
宮
こ
こ
で
は
、
醍
思
文
∴
^
K
^
-
:
^
V
>
9
も
C
H
少
;
-
ォ
・
＼
'
羊
せ
r
j
一

I〔O



反
省
を
求
み
た
り
、
教
科
書
外
の
研
究
を
求
め
て
呂
か
せ
る
も
の
が
八
八
八
V

で
、
か
な
り
の
位
正
を
占
め
て
い
る
o
　
こ
の
中
で
は
'
実
証
・
応
用
・
適
用
に

関
す
る
も
の
が
一
番
多
-
八
一
二
四
V
t
　
つ
い
で
反
省
を
求
妙
て
告
か
せ
る
も

の
<
二
八
V
t
教
科
書
外
の
研
究
を
求
の
て
書
か
せ
る
も
の
<
一
五
V
と
な
っ

B
K
I
S
i

苗
E
r
'
-
J
r
f
c
;
・
i
'
'
i
:
a
C
　
　
　
つ
い
て
.
T
㌣
i
:
.
'
i
;
¥
J
<
ぺ
t
'
*
と
、

○
今
ま
で
に
'
各
自
が
研
究
し
た
こ
と
に
つ
い
て
的
文
を
ヨ
い
て
み
よ
-
.

(
実
数
・
三
年
・
論
文
の
基
本
的
構
成
)

O
「
日
本
文
芸
の
展
開
」
で
学
ん
だ
作
家
の
-
ち
'
だ
れ
か
ひ
と
り
に
つ
い

て
で
き
る
だ
け
詳
し
く
調
'
'
(
'
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て
み
よ
-
O
　
(
自
書
・

三
年
・
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
)

〇
本
課
で
学
ん
だ
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、
何
か
題
目
を
速
ん
で
論
文
を
作
っ
て

・

C

　

蝣

・

-

"

i

　

;

"

:

∵

i

'

,

・

　

・

蝣

・

'

.

'

.

.

-

'

蝣

・

)

○
こ
こ
で
学
び
と
っ
た
鑑
賞
法
に
よ
っ
て
次
課
の
作
品
中
か
ら
、
自
己
の
好

む
和
歌
に
つ
い
て
へ
評
釈
文
を
討
い
て
み
よ
-
0
(
大
佐
鰐
・
一
年
・
茂

書
と
利
文
の
歌
評
釈
)

○
こ
の
丈
に
!
'
r
V
j
れ
て
い
る
・
V
サ
x
山
蝣
;
y
(
~
¥
汁
叶
.
‥
)
ォ
・
-
蝣
心
に
抑
1
v
-
-
j
t
重
出
見
た
-
f
r
-
'
班

に
つ
い
て
、
感
想
を
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。
(
日
雷
・
一
年
・
映
画
鑑
笠

q:;'臆)

○
当
用
浜
字
が
正
し
く
m
け
る
か
'
ま
た
現
代
か
な
づ
か
い
を
正
し
-
用
い

る
こ
と
-
t
-
l
て
r
:
j
る
か
'
*
-
.
i
y
I
の
〓
災
>
-
-
'
臣
J
t
i
L
t
　
ォ
」
n
o
J
i
い
た
文
ホ
を

互
に
交
換
し
訂
正
し
合
お
う
。
(
自
習
・
二
年
・
国
語
・
国
字
の
開
拓
)

○
本
文
の
注
意
に
従
っ
て
、
原
稿
用
紙
に
文
軍
を
書
い
て
み
よ
う
。
　
(
角

川
・
一
年
・
際
稿
)

○
手
近
に
あ
る
新
聞
か
ら
過
当
な
材
料
を
え
ら
び
、
そ
の
文
革
を
ラ
ジ
オ
の

文
事
に
渡
し
て
み
よ
う
。
(
明
治
・
二
年
・
ラ
ジ
オ
の
文
琵
)

G
i
圭
¥
'
:
∵
荘
封
」
;
;
・
v
.
化
V
,
な
"
j
j
<
v
ポ
!
蝣
'
.
7
-
」
.
文
;
,
1
㌔
叩
、
陀
隼
'
.
<
>
<
<

よ
う
!
.
l
告
f
y
j
t
 
I
.
-
:
;
*
'
批
評
し
f
t
お
う
　
(
a
∵
・
一
　
　
日
的
・
i
V
^
t

と
芸
術
的
な
文
章
)

な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
-
に
'
論
説
文
の
書
き
方
に
つ
い
て
の
基
礎
練
a
に
あ
た
る
も
の

は
'
全
設
問
数
の
中
で
'
わ
ず
か
十
例
程
度
で
あ
る
.
ま
た
'
「
欝
-
こ
と
」

の
基
鐙
と
も
い
う
べ
き
「
文
字
」
　
に
関
す
る
設
間
は
'
わ
ず
か
一
例
し
か
な

ヽ

　

0

_
>

以
上
の
よ
う
に
、
非
文
学
教
材
の
場
合
'
主
別
・
諭
旨
あ
る
い
は
「
こ
と
が

・
.
り
」
O
k
'
^
,
;
二
十
1
)
や
さ
し
し
'
;
-
L
-
-
f
-
'
'
-
t
n
v
.
 
'
i
d
…
.
∴
し
め
・
t
I
J
い
る
　
十

反
省
を
求
め
た
り
'
教
科
告
外
の
研
究
を
求
め
て
告
か
せ
る
設
問
は
、
文
学
教

材
の
場
合
に
比
較
す
れ
ば
'
か
な
り
多
い
。
こ
れ
は
、
非
文
学
教
材
の
特
徴
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
-
0

b
dⅢ
　
洪
文
数
材
の
場
合
　
∧
一
一
四
>

E
q主
題
・
要
旨
あ
る
い
は
諭
旨
・
・
構
成
に
関
す
る
も
の
が
多
く
八
五
二
∨
で
、

つ
い
で
多
い
の
は
、
書
き
下
し
又
に
改
め
る
も
の
∧
二
四
∨
で
あ
る
。

○
古
文
か
　
半
か
ハ
‡
i
'
-
i
r
:
丈
I
)
㌫
蝣
<
V
j
¥
「
L
へ
　
口
語
;
-
U
せ
上
。
(
大
賃

二
年
・
瀧
洋
の
忠
恕
・
論
語
・
孟
子
・
茄
子
・
老
子
抄
)
.

つ
ぎ
に
、
漢
文
単
元
で
の
設
問
と
し
て
'
特
徴
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の

は
'
語
句
の
解
釈
・
口
語
訳
に
関
す
る
も
の
∧
入
V
で
あ
る
.

〇
次
の
こ
と
ば
を
使
っ
て
短
文
を
作
れ
。

-
　
矛
盾
　
2
　
五
十
歩
百
歩
(
三
省
望
・
一
年
・
洪
文
入
門
)

○
漢
詩
を
日
本
語
の
詩
に
作
り
か
え
て
み
J
・
5
よ
う
。
(
日
召
・
二
年
・
唐
詩
七

編
)

漢
文
教
材
の
場
合
へ
読
後
感
や
意
見
を
容
か
せ
た
り
へ
鑑
宜
へ
評
釈
文
を
宕
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か
せ
る
も
の
は
'
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
'
・
<
一
四
V
で
あ
る
0

人

∴

　

　

　

∵

　

　

"

'

・

-

4

.

'

.

-

蝣

'

*

・

　

　

　

　

∵

-

.

」

:

.

-

-

・

サ

ー

.

㍗

い
て
み
よ
o
　
(
好
学
社
・
二
年
・
a
:
詩
抄
)

∵
一
.
 
'
-
'
-
'
.
蝣
'
蝣
-
i
:
i
.
∴
,
 
"
"
蝣
,
∴
L
.

か
せ
る
設
問
は
'
わ
ず
か
に
二
例
し
か
な
い
O

以
上
'
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
に
関
述
し
た
「
甘
く
こ
と
」
の
設
問
で
は
t

.

.
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
t
 
H
'
サ
¥
"
*
-
¥
り
i
・
.
∴
‥
r
i
・
・
蝣
?
.
 
-
;
'
-
y

を
召
-
こ
と
の
設
間
が
多
く
反
省
を
召
い
た
り
'
研
究
し
た
こ
と
を
レ
ポ
ー

ト
に
ま
と
め
る
と
い
う
例
は
き
わ
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
.

「
容
く
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
を
と
お
し
C
み
る
と
'
文
学
的
な
も

の
を
訂
-
と
い
-
方
向
へ
の
か
た
よ
り
が
み
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
'
「
m

く
こ
と
」
す
な
わ
ち
'
「
文
芸
的
な
創
作
」
と
い
っ
た
意
識
が
'
わ
ず
か
な
が

ら
へ
自
然
に
は
た
ら
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
-
。
特
に
'
記
録
・
報
告

文
を
習
く
こ
と
の
設
問
が
少
な
い
O
論
文
形
態
の
文
革
を
m
-
準
珊
艮
帽
と
し

て
'
記
録
・
報
告
文
に
関
し
て
へ
も
-
少
し
力
点
が
お
か
れ
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ま
た
「
ヨ
く
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
を
み
た
場
合
、
当
用
漢
字
あ
る

い
は
か
な
づ
か
い
に
関
す
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
書
-
こ
と
」
の
学
習
の
中
で
、
「
容
-
こ
と
」
全
般
の

基
礎
を
'
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
助
に
'
当
用
漢
字
へ
　
か
な
づ
か
い
な

ど
'
「
文
字
」
t
に
関
し
て
、
よ
り
多
-
の
配
鼠
が
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か

と
恩
-
0

r
r
.
三
試
　
「
m
*
r
こ
と
」
Q
t
T
一
r
-
-
¥
)
T
7
す
一
?
i
!
蝣
'
リ
=
i
間

第
一
節
　
「
話
す
こ
と
」
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た
設
問

設
問
数
<
七
一
∨

こ
の
頁
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
'
論
説
・
放
曲
の
野
花
に
関
す
る
設
間
が
多

ヽ

　

0

_
>

こ
れ
ら
の
設
問
は
'
教
科
呂
に
よ
っ
て
は
、
全
く
な
い
も
の
も
あ
り
、
一
例

あ
る
い
は
二
例
し
か
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
.
か
な
り
の
設
問
を
設
け

て
い
る
も
の
は
'
わ
ず
か
二
二
二
の
教
科
召
に
す
ぎ
な
い
O

「
詣
す
こ
と
」
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た
設
問
を
H
「
話
す
こ
と
」
の
基
斑

‥

　

　

　

　

　

　

　

　

　

,

　

　

　

　

　

・

　

　

　

　

　

　

・

r

 

I

・

・

　

、

　

」

*

蝣

'

蝣

∵

る
も
の
へ
掴
「
詣
す
こ
と
」
の
反
軍
　
の
四
項
目
に
分
托
し
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

H
　
「
話
す
こ
と
」
の
練
P
r
J
に
関
す
る
設
開

脚
　
話
し
方
の
玉
堤
練
;
^
m
を
さ
せ
る
も
の
o

O
短
文
を
作
り
'
そ
れ
を
い
ろ
い
ろ
の
イ
ン
ト
ネ
-
シ
m
ン
で
言
っ
て
み
よ

-
(
角
川
・
二
年
・
こ
と
ば
の
調
子
)

O
「
私
は
あ
す
の
朝
東
京
へ
行
き
ま
す
o
」
を
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
の
置
き
方
を

変
え
て
言
っ
て
み
よ
-
0
(
角
川
二
一
年
・
こ
と
ば
の
調
子
)

○
次
の
評
価
に
従
っ
て
、
ク
ラ
ス
で
話
し
方
の
紺
胃
を
し
よ
-
O
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以
上
の
よ
-
に
'
声
へ
イ
ン
ト
ネ
-
シ
m
ン
'
て
ク
セ
ン
L
t
プ
ロ
ミ
ネ
ン

ス
の
琵
き
方
を
粒
に
注
意
す
る
も
の
へ
　
お
よ
び
、
総
合
的
に
評
価
を
さ
せ
て
'

練
習
を
す
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。

c
i
　
^
C
!
二
=
を
柁
　
訂
　
　
め
蝣
-
・
:
-
s
:
<
三
V

O
「
わ
し
は
下
へ
行
-
の
や
o
降
り
ん
の
や
が
な
o
 
L
と
い
-
こ
と
ば
を
標

準
語
に
な
お
し
て
み
よ
う
O
　
(
整
数
・
一
年
・
ド
ラ
マ
　
「
時
間
に
つ
い

て
」
)

矧
　
司
　
∵
手
こ
し
て
　
<
¥
:
i
X
<
一
>

○
講
演
「
世
界
の
問
題
と
日
本
」
の
講
師
を
司
会
者
と
し
て
取
衆
に
紹
介
す

る
場
合
、
ど
ん
な
心
得
が
必
要
か
考
え
て
み
よ
-
。
司
会
者
に
な
っ
た
つ
も

り
で
実
際
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。
　
(
日
苔
二
年
・
他
界
の
開
題
と
日

本
)

糾
　
自
己
紹
介
を
し
、
お
互
に
批
評
し
合
う
<
一
V

O
自
己
紹
介
を
し
、
態
匡
嘉
、
内
容
へ
こ
と
ば
づ
か
い
等
に
つ
い
て
'
お
互

(

.

-

.

-

蝣

・

　

　

　

　

一

一

　

　

　

一

肘
　
テ
ー
ブ
ル
・
ス
ピ
ー
チ
を
や
り
互
に
批
評
し
合
-
<
一
V

O
「
わ
た
-
し
の
趣
味
」
と
か
へ
　
「
わ
た
く
し
の
蹄
」
と
か
へ
一
つ
の
テ
-

マ
で
三
分
か
五
分
の
テ
ー
ブ
ル
・
ス
ピ
ー
チ
を
や
り
互
に
批
評
し
て
み
よ

-
0
(
文
学
社
・
一
年
・
時
間
と
こ
と
ば
)

そ
の
ほ
か
、
意
見
発
表
を
し
て
'
互
に
批
評
し
合
う
も
の
八
一
V
へ
演
説
を

し
て
批
評
し
合
う
も
の
が
八
二
>
な
ど
も
あ
る
。

学
年
別
に
み
る
と
'
一
年
<
七
V
t
　
二
年
<
六
∨
三
年
八
四
∨
と
な
っ
て
お

り
'
一
・
二
年
で
は
'
話
し
方
の
基
礎
練
習
が
大
部
分
で
'
三
年
で
は
'
演
説

司
会
の
練
習
と
な
っ
て
い
る
。

0
　
討
論
会
へ
座
談
会
へ
を
開
い
て
'
話
し
合
う
こ
と
を
要
求
す
る
設
開

学
年
別
で
は
二
年
八
一
ニ
V
t
　
二
年
<
五
V
t
三
年
<
〓
∨
と
な
っ
て
い
る
。

‖
　
討
論
会
に
関
す
る
設
開

題
目
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
<
六
∨
'
定
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
<
≡
∨

と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
t

O
「
日
本
の
古
典
の
価
値
」
と
い
う
随
員
で
'
司
会
者
を
決
め
て
'
討
論
会

を
行
な
っ
て
み
よ
う
。
(
三
省
望
・
一
年
・
討
論
と
論
争
)

○
前
醗
「
三
つ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
材
料
と
し
て
'
日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
討
諭
会
を
開
い
て
み
よ
-
o
　
(
晴
水
二
年
・

会
誤
・
話
し
合
い
の
柁
率
)

○
身
近
な
問
題
を
と
ら
え
て
'
討
諭
し
て
み
よ
う
O
　
(
三
省
堂
二
年
・
討

論
と
諭
<
.
t
)

な
ど
で
あ
る
。

払
　
座
談
会
に
関
す
る
設
問

こ
れ
は
一
例
し
か
み
え
な
い
。

〇
本
訳
の
中
心
課
題
は
'
も
ち
ろ
ん
科
学
と
宗
教
と
の
関
係
で
あ
る
が
,
そ

れ
が
ど
う
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
へ
そ
れ
を
テ
ー
マ
に
し
て
,

座
談
会
の
か
た
ち
で
、
讃
兄
を
交
換
し
合
っ
て
み
よ
う
。
(
清
水
二
I
t

IOR



年
・
科
学
と
宗
教
)

肖
　
演
出
に
関
す
る
設
問

演
出
は
'
「
話
す
こ
と
」
そ
の
も
の
の
設
問
の
中
に
入
れ
る
の
は
、
少
し
不

自
然
な
気
も
す
る
が
'
演
出
の
中
で
'
言
語
表
現
が
'
特
に
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
'
こ
こ
に
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
対
象
を
古
典
'
現
代
文
に

分
け
へ
そ
れ
を
学
年
別
に
み
る
と
'
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

の
八
二
V
t
演
出
の
工
夫
<
二
>
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
'

○
役
割
を
決
め
て
読
み
合
わ
せ
を
せ
よ
。

考
え
て
、
次
の
事
を
研
究
せ
よ
。

-
　
発
音
の
し
か
た

2
　
発
音
の
高
低
・
速
空

そ
し
て
実
際
に
放
送
す
る
場
合
を

冨†
一

古

輿

現

代

翠

年 年 年

09

13

6 3

3i 9

22 7 6 9

の
　
古
典
教
材
の
場
合

こ
の
中
で
'
即
ハ
照
に
演
ず
る
も
の
が
八
三
V
、
朗
m
(
役
割
を
き
め
て
)
が

<
≡
V
t
演
出
を
棚
心
像
し
て
誹
む
も
の
が
八
二
∨
と
な
っ
て
い
る
。
学
年
別
で

は
、
三
年
が
多
-
、
一
年
に
は
一
例
も
な
い
o
そ
の
対
象
は
'
招
・
狂
言
で
、

隅
田
川
∧
四
∨
'
附
子
<
三
V
、
狐
場
∧
一
∨
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
'

○
役
割
を
決
め
て
R
J
L
際
に
潤
じ
て
み
よ
う
。
暇
会
が
あ
っ
た
ら
実
際
に
狂
冒

を
見
て
研
究
し
て
み
た
い
。
(
日
召
・
三
年
・
附
子
)

○
役
割
を
決
め
て
'
朗
読
し
て
み
よ
-
O
　
(
文
学
社
・
三
年
・
隅
田
川
)

○
身
近
の
資
料
に
よ
っ
て
、
こ
の
謡
曲
の
演
出
を
想
像
し
て
み
よ
-
0
(
清

水
二
二
年
・
三
井
寺
)

3
　
S
J
代
ナ
/
.
,
ぺ
i
~
c
r
^

役
割
を
き
め
て
n
i
l
む
も
の
<
五
V
、
上
演
す
る
も
の
<
四
>
'
放
送
す
る
ち

3
　
問
の
耽
り
方

4
　
音
符
効
果
、
音
楽
の
使
い
方
(
申
教
二
年
・
足
音
)

○
役
割
を
き
め
て
'
放
送
し
て
み
よ
う
。
_
(
文
学
社
二
年
・
な
だ
れ
)

な
ど
で
あ
る
。

学
年
別
に
み
る
と
、
一
年
八
九
V
、
二
年
<
三
V
、
三
年
<
l
>
で
'
特
に
'

一
巧
に
,
/
,
い
。

学
習
し
た
教
材
に
つ
い
て
忽
武
関
が
へ
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
'
自
分
で

戯
曲
を
作
り
、
渇
出
せ
よ
と
い
-
設
問
が
一
例
み
え
る
。

田
　
「
話
す
こ
と
」
の
反
管
を
求
め
る
設
問

学
年
別
に
み
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
。
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こ
の
裏
で
わ
か
る
よ
う
に
'

一
年
へ
　
二
年
に
、

こ
の
積
の
設
問
が
多
い
o
特

に
'
話
し
方
の
反
省
に
つ
い
て
の
設
問
は
'
一
年
に
多
く
、
次
の
よ
-
な
も
の

で
あ
る
。



○
日
常
め
い
め
い
の
き
:
1
に
つ
い
て
反
省
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
な
お
し
た

ら
よ
い
か
考
え
よ
。
(
大
修
館
・
一
年
・
こ
と
ば
と
音
声
)

○
め
い
め
い
の
会
話
の
し
か
た
に
つ
い
て
へ
改
め
る
べ
き
重
頃
な
点
を
具
体

的
に
あ
げ
て
み
よ
-
0
(
大
修
甜
二
年
・
談
話
に
つ
い
て
)

○
各
自
の
話
し
方
の
「
-
せ
」
に
つ
い
て
反
省
し
合
お
う
0
(
文
学
社
・
二

年
・
人
を
放
く
こ
と
ば
の
使
い
方
)

こ
の
ほ
か
の
例
と
し
て
は
'

〇
日
分
の
こ
と
ば
と
い
わ
ゆ
る
標
推
語
と
の
比
較
を
し
よ
-
0
(
数
図
研
・

二
年
・
国
語
の
変
遷
)

○
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
司
会
の
し
か
た
に
つ
い
て
'
そ
の
長
所
や
改
め
る

べ
・
T
J
熊
を
i
:
白
で
し
汁
お
う
。
C
^
Z
i
t
・
I
W
t
㌍
」
!
?
蝣
*
;
)

〇
日
分
た
ち
の
学
習
や
学
捗
の
授
業
の
う
け
方
、
会
議
へ
討
論
な
ど
は
ど
ん

な
状
態
で
あ
る
か
、
こ
の
文
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
反
省
し
て
み
よ
う
。

(
大
修
館
二
年
・
ア
メ
リ
カ
人
の
言
語
生
活
)
.

な
ど
で
あ
る
。

以
上
を
と
お
し
て
み
る
と
、
話
し
方
の
練
習
、
お
よ
び
反
省
を
求
め
る
設
問

が
多
-
、
特
に
話
し
方
の
基
曜
練
習
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
1

年
へ
二
年
に
多
く
そ
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
討
論
会
・
会
誠
の
す
す
め

方
な
ど
に
関
す
る
学
習
は
t
l
年
よ
り
も
二
年
三
年
で
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

第
二
節
「
証
む
こ
と
」
の
学
習
に
関
連
し
た
「
話
す
こ
と
」
の
設
問

設
問
数
<
一
二
≡
>
堅
花
の
ジ
ャ
ン
/

-
別

節20表

r
蝣
*
~
m
f
f
i
*
g

8
S
E
ォ
ァ
ァ
s
I
I
一

こ
　
蝣
-
'
.
-
J
わ
-
(
-
;
'
・
ハ
こ
t
-
l
L
l
三
　
　
　
　
　
　
　
貴
y
T
】
!
i
2
十
二
舎
蝣
i
E
ペ
'
,
!
.
"
>
,

く
、
つ
い
で
へ
　
日
記
・
随
笠
単
元
、
詩
歌
単
元
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
設
間
を
'
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
の
分
析
項
目
別

に
み
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
。

3
　
詩
歌
堅
冗
-
内
容
・
表
現
に
対
す
る
読
者
の
舷
怨
へ
意
見
を
問
う
も
の

が
一
番
多
-
<
二
三
V
へ
　
つ
い
で
読
後
の
感
想
に
つ
い
て
話
し
合
う
も
の
が
,

<
1
人
V
へ
作
風
に
つ
い
て
<
一
六
>
'
隅
緒
へ
附
丑
に
つ
い
て
<
一
四
∨
と

な
っ
て
い
る
。

仙

　

<

蝣

"

,

'

.

.

蝣

蝣

・

"

∵

八

　

　

　

一

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

　

　

∴

J
i
.
川
'
'
-
.
-
'
に
　
　
　
　
　
∴
、
-
-
.
*
・
'
　
　
　
　
　
′

っ
い
で
t
 
i
'
L
J
者
に
反
省
を
求
め
て
へ
　
話
し
合
っ
て
み
よ
う
と
い
う
も
の

が
<
二
八
V
t
作
者
の
も
の
の
見
方
へ
挙
見
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
も
の
<
二

一
∨
と
な
っ
て
い
る
。

肝
・
∵
∵
　
　
　
　
二
二
-
'
*
*
'
"
-
'
・
'
*
/
,
'
t
∴
.
∴
J
'
t
*
詛
'

よ
う
と
い
う
設
間
が
非
常
に
多
く
八
六
〇
V
で
あ
る
.
つ
い
で
、
作
品
の
内

容
、
表
現
に
対
す
る
岩
見
へ
感
憩
を
話
し
合
う
も
の
<
三
六
V
,
登
場
人
物
の

も
の
の
見
方
へ
考
え
方
に
対
す
る
感
憩
、
意
見
に
関
す
る
も
の
<
二
三
V
,
就

後
感
を
話
し
合
う
も
の
∧
二
〇
∨
と
な
っ
て
い
る
。

糾
‥
1
"
.
'
蝣
'
'
蝣
?
-
i
工
.
・
.
‥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

も
の
八
一
七
V
t
登
場
人
物
に
つ
い
て
話
し
合
う
も
の
∧
二
二
∨
と
な
っ
て
い

る
。7
.
v
　
:
'
"
"
:
・
∵
　
　
　
　
∴
・
∴
∴
.
　
　
　
　
　
　
　
.

省
L
t
　
話
し
合
っ
て
み
よ
う
と
い
う
設
問
が
一
番
多
く
へ
　
<
二
九
V
で
あ

る
。
つ
い
で
多
い
の
は
、
　
「
こ
と
か
ら
」
　
の
要
点
を
ま
と
め
て
発
表
す
る
も

の
∧
一
一
七
V
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
作
品
の
内
容
や
諭
旨
に
対
す
る
意
見
'
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感
想
に
つ
い
て
話
し
合
う
も
の
が
八
三
五
∨
と
な
っ
て
い
る
が
、
さ
き
の
二
項

日
に
比
較
す
れ
ば
'
非
常
に
少
な
い
O

的
　
記
録
・
報
告
の
単
元
I
設
問
数
は
六
例
、
こ
の
中
で
、
≡
例
が
'
読
者

の
反
省
を
求
め
て
話
し
合
っ
た
り
'
研
究
し
た
も
の
を
発
表
す
る
と
い
う
形
の

も
の
で
あ
る
。
あ
と
の
三
例
は
'
読
後
感
を
述
べ
る
も
の
へ
作
品
研
究
し
た
も

の
を
発
表
す
る
も
の
'
表
現
の
特
徴
を
話
し
あ
う
も
の
な
ど
で
あ
る
。

㈹
　
講
演
・
演
説
の
単
元
-
九
例
の
う
ち
へ
四
例
が
内
容
や
論
旨
に
対
す
る

意
見
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
「
こ
と
が
ら
」
の
要
点
を
述
べ
る

も
の
、
語
句
の
意
味
を
発
表
す
る
も
の
な
ど
で
あ
る
o

㈱
　
洪
文
単
元
-
作
品
の
内
容
へ
表
現
に
対
す
る
読
者
の
意
見
へ
感
想
を
話

し
合
う
も
の
が
多
く
'
<
二
〇
V
で
あ
る
。
つ
い
で
'
作
者
(
繁
者
)
の
も
の

の
見
方
へ
考
え
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
も
の
<
一
七
∨
と
な
っ
て
い
る
.

以
上
へ
　
と
お
し
て
い
え
る
こ
と
は
'
　
「
読
む
こ
と
」
　
の
学
習
に
関
連
し
た

「
話
す
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
で
は
'
作
品
の
内
容
'
表
現
へ
諭
旨
に

つ
い
て
へ
学
習
者
の
意
見
'
感
想
を
互
に
出
し
合
い
'
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の
見

方
や
'
考
え
方
を
理
解
し
'
学
習
者
の
も
の
の
見
方
、
琴
㌃
方
を
高
め
て
い
く

こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
環
の
設
問
で
は
'
「
お
互

に
話
し
合
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
ら
れ

る
O
ま
た
'
そ
の
他
の
設
問
で
も
、
「
話
し
合
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
設
問
の

表
現
を
、
教
科
容
別
に
み
る
と
'
(
第
一
表
)
ほ
と
ん
ど
こ
の
形
を
と
っ
て
い

な
い
も
の
も
あ
り
へ
　
こ
れ
ら
の
中
に
は
'
設
問
の
出
し
方
の
癖
と
い
っ
た
も
の

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第
四
茸
　
「
開
く
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問

設
問
数
は
非
常
に
少
な
-
、
<
一
二
V
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
'
「
話
す
こ

と
」
に
関
連
し
た
も
の
八
五
>
と
へ
そ
の
他
の
も
の
八
七
V
が
あ
る
。

「
話
す
こ
と
」
に
閑
浸
し
た
設
問
は
'
次
の
五
例
で
あ
る
。

〇
人
の
話
を
開
く
時
に
、
聞
き
よ
い
話
し
方
と
聞
き
に
-
い
話
し
方
が
あ
る

が
'
そ
れ
は
な
ぜ
そ
う
な
の
か
を
考
え
て
み
よ
o
　
(
教
図
研
二
年
・
表

項
と
理
解
)

○
波
多
野
氏
の
話
の
部
分
を
'
諸
君
の
だ
れ
か
が
朗
読
L
t
そ
れ
を
耳
で
開

い
て
'
要
点
を
繋
記
せ
よ
。
(
三
省
堂
二
年
・
自
己
中
心
)

○
講
演
の
よ
う
に
書
記
し
て
も
ら
っ
て
'
開
き
な
が
ら
要
点
を
笠
記
し
て
み

よ
う
。
(
日
雪
・
三
年
・
世
界
の
間
超
と
日
本
)

○
こ
の
論
文
は
講
演
体
で
喜
か
れ
て
い
る
が
へ
　
こ
の
機
会
に
講
演
の
開
き
万

と
い
う
間
取
に
つ
い
て
ー
豊
?
見
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
(
昇
竜
・

二
年
・
教
頚
と
し
て
の
文
学
)

○
幼
い
め
い
の
聞
き
方
の
欠
点
を
反
省
し
て
み
よ
O
　
(
教
E
a
研
・
一
年
・
表

関
と
」
!
2
)

そ
の
他
の
も
の
は
'
次
の
よ
う
な
設
問
で
あ
る
o

O
こ
の
作
品
は
浄
瑠
鞘
の
台
本
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
で
浄
瑠
塀
を
聞
い
て
み
よ

う
。
(
中
図
・
三
年
・
冥
途
の
飛
脚
)

○
機
会
を
と
ら
え
て
'
名
品
説
家
の
演
説
を
開
い
て
み
よ
う
0
　
(
教
図
二
ニ

K
-
・
R
説
)

○
牧
水
の
短
軟
を
各
自
の
好
き
な
し
か
た
で
朗
詠
し
て
み
よ
う
。
(
満
水
・

二
年
・
林
中
の
温
泉
よ
り
)

O
p
ラ
ン
の
文
茸
を
参
考
に
し
な
か
ら
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
『
第
九

P
E
e
J
を
・
v
-
t
i
.
山
し
て
r
小
よ
う
。
(
i
r
:
　
　
二
年
　
S
S
O
S
f
故
)

こ
れ
ら
を
学
年
別
に
み
る
と
'
一
年
<
一
ニ
V
へ
　
二
年
<
四
∨
'
三
年

<
五
V
t
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
'
あ
ま
り
に
も
設
問
が
少
な
く
、
特
に
著

し
い
傾
向
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
聞
く
こ
と
」
へ
.
「
話
す
こ
と
し

]C6



の
学
習
は
、
「
読
む
こ
と
し
の
学
皆
と
、
決
し
て
切
り
離
し
て
行
な
わ
れ
る
べ
き

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
へ
学
習
を
す
ゝ
め
て
い
く
う
え
に
は
'
ど
う
し
て
も
必

要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
'
設
問
を
み
た
場
合
'
あ
ま
り
に

も
'
「
聞
-
こ
と
」
の
学
習
に
関
す
る
設
問
が
少
な
い
。
こ
の
こ
と
は
'
「
開

く
こ
と
」
の
学
習
に
対
す
る
意
識
が
'
任
す
ざ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

第
五
等
　
文
法
学
習
に
関
す
る
設
問

こ
こ
で
は
'
い
わ
ゆ
る
文
法
埴
元
と
し
て
'
特
別
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の

の
設
問
を
扱
う
。
し
た
が
っ
て
'
教
科
宙
に
よ
っ
て
は
'
「
文
語
文
法
」
を
'

大
望
花
と
し
て
設
け
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
'
二
十
一
磁
類
の
教
科
哲
の
う

ち
、
文
法
単
元
を
設
け
て
い
る
の
は
、
十
五
校
だ
け
で
あ
る
O
そ
の
中
で
も
'

三
学
年
を
と
お
し
て
'
文
法
学
花
を
設
け
て
い
る
教
科
哲
は
'
三
省
望
(
金
田

一
編
)
、
清
水
召
院
へ
綻
文
宝
へ
明
治
討
院
の
四
出
版
社
の
も
の
で
あ
る
o
ま

た
へ
一
年
へ
二
年
で
扱
い
へ
三
年
で
は
扱
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
日
本
書
院
'

文
学
社
'
大
原
田
駁
、
大
修
餌
'
実
教
出
版
の
五
出
版
社
で
あ
り
'
一
年
の
み

に
草
花
を
設
け
て
'
二
へ
三
年
で
は
設
け
て
い
な
い
も
の
が
、
秀
英
出
版
へ
好

学
社
'
教
育
出
版
'
教
育
図
書
へ
数
図
研
の
玉
出
板
社
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
教
科
容
に
設
け
ら
れ
て
あ
る
設
問
数
は
'
<
六
〇
一
V
で
'
こ
れ
を

次
の
よ
う
な
頂
日
に
分
け
て
検
討
し
て
い
く
。

A
　
丈
O
'
-
r
-
^
に
N
す
る
e
u
間

B
　
文
の
構
成
に
関
す
る
設
開

○
文
節
と
文
節
と
の
関
係
に
関
す
る
設
間

蝣
i
r
.
t
㌶
　
・
3
.
語
c
m
綿

・
J
-
.
翫
o
n
?
様

・
対
等
の
関
係

・
独
立
の
関
係

C
　
餌
語
に
関
す
る
設
問

○
品
詞
に
閑
す
る
も
の
。
(
項
類
を
問
う
も
の
、
品
詞
分
解
'
品
詞
の
区

別
)

○
自
立
語
と
付
抗
語
の
区
別

日
立
t
-
a

・
i
蝣
蝣
'
∴
'

-
　
・
・
石
!
!
'
'
.
a
　
代
名
詞

副
詞
・
逗
体
詞

接
続
詞
・
感
動
詞
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D
　
同
書
の
用
法
に
関
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る
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問

○
　
係
結
び
に
関
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る
設
開

○
　
敬
讃
表
現
に
開
す
る
設
問
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第
一
節
　
項
目
別
設
問
紐
向

(
稲
三
十
一
%
.
%
M
)

〔
A
〕
　
文
の
椋
類
に
関
す
る
設
問
<
一
五
∨

例
を
あ
げ
て
み
る
と
'

○
次
の
文
の
瞳
類
を
言
っ
て
み
よ
〇

・
か
け
随
の
し
づ
く
な
ら
で
は
へ
　
つ
ゆ
お
と
な
ふ
も
の
な
し
。

・
あ
や
ま
ち
は
や
す
皇
桝
に
な
り
て
'
必
ず
つ
か
ま
つ
る
こ
と
に
供
ふ
〇

・
日
聖
に
は
ね
う
ち
か
は
し
飛
ぶ
か
り
の
数
さ
へ
見
ゆ
る
秋
の
夜
の
月

・
世
の
中
に
さ
ら
ぬ
別
れ
の
な
く
も
が
な
千
代
も
と
祈
る
人
の
子
の
た
め

(
教
H
-
一
年
・
文
の
転
類
)

と
'
い
っ
た
も
の
で
'
<
二
九
V
の
う
ち
<
一
一
>
は
二
年
が
占
め
て
い
る
。

〔
B
〕
　
文
の
構
成
に
関
す
る
設
問

構
成
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
文
節
と
文
節
と
の
関
係
を
'
総
合
的
に
み

る
も
の
が
大
部
分
で
'
特
に
'
主
・
述
の
関
係
'
倍
餌
の
関
係
へ
対
等
の
関

係
'
独
立
の
関
係
な
ど
'
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
問
う
も
の
は
'
あ
ま
り
み
ら
れ
な

い
。つ
ぎ
に
'
そ
れ
ぞ
れ
の
例
を
あ
げ
る
。

い
　
す
、
p
L
H
-
'
G
O
に
u
;
i
嵩
…
う
-
蝣
'
r
.
<
n
-
九
>

○
次
の
文
節
相
互
の
関
係
ナ
竺
一
つ
の
方
法
で
開
示
し
て
み
よ
う
O

ク
桐
の
花
へ
　
紫
に
咲
き
た
る
は
な
は
を
か
し
き
に
琵
の
ひ
ろ
ご
り
ざ
ま

108



ぞ
、
う
た
て
'
こ
ち
た
け
れ
ど
'
こ
と
木
ど
も
ひ
と
し
う
富
ふ
べ
き
に

も
あ
ら
ず
O
　
ク
　
(
大
原
・
三
年
・
文
法
的
)

○
次
の
文
に
よ
り
'
そ
の
構
成
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

1
-
:
い
い
士
y
'
<
¥
~
?
-
-
に
け
り
。
(
削
十
…
?
J

・
北
K
'
J
そ
'
附
き
'
*
?
*
-
:
小
や
　
(
J
.
、
蝣
i
l
)

・
性
の
子
を
大
君
が
に
が
し
っ
る
。
(
若
紫
)

(
明
治
二
二
年
・
文
法
恥
)

帆
,
・
H
i
i
真
　
7
-
J
.
t
r
z
-
J
,
E
付
与
E
.
っ
　
1
C
-
<
一
二
∨

○
次
の
文
に
お
い
て
、
主
語
へ
　
述
語
の
関
係
を
な
す
文
節
を
指
摘
せ
よ
O

・
あ
け
て
い
で
入
る
と
こ
ろ
、
た
て
ぬ
人
い
と
に
-
し
。
(
大
修
館
・
二

年
・
文
の
構
造
)

○
次
の
傍
緑
を
施
し
た
文
節
の
主
語
は
な
に
か
へ
文
箪
中
に
あ
ら
わ
れ
な
い

も
の
は
補
う
こ
と
。

・
御
倭
の
行
き
か
ふ
ほ
ど
も
な
き
に
、
な
ほ
い
ぶ
せ
さ
を
'
限
り
な
く
宜

は
せ
つ
る
を
'
「
夜
中
う
ち
過
ぐ
る
ほ
ど
に
な
む
'
絶
え
は
て
給
ひ
ね

る
o
 
L
と
て
'
・
-
・
・
(
明
治
・
三
年
・
文
法
的
)

脚
　
修
飾
関
係
を
問
う
も
の
八
六
∨

○
次
の
文
に
お
い
て
'
連
用
修
飾
へ
連
体
修
飾
の
関
係
を
な
す
文
節
を
指
摘

せ
よ
。
・
く
ろ
が
ね
の
秋
の
風
鈴
鳴
り
に
け
り
。
　
(
大
佐
舘
・
二
年
・
文
の
構

成
)

川
　
刊
等
'
"
*
j
¥
立
の
悶
I
c
J
v
r
'
糾
う
・
4
り
<
i
'
>

○
次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
か
ら
、
独
立
語
を
指
摘
し
よ
う
.

・
あ
な
し
れ
、
そ
こ
を
さ
へ
か
く
て
や
む
や
う
も
あ
ら
じ
o
　
(
塙
蛤
日

記
)

・
や
あ
く
し
ば
ら
-
狂
人
の
身
に
て
何
と
て
鐘
を
ば
つ
-
ぞ
。
(
三
井

寺
)

・
さ
て
も
さ
て
も
よ
ひ
の
大
御
酒
に
酔
ひ
'
後
夜
を
忘
れ
う
と
い
た
し

た
。
(
三
井
寺
)
　
　
　
　
　
　
　
　
(
清
水
二
二
年
・
文
軍
法
)

○
次
の
文
に
お
い
て
対
等
の
関
係
を
な
す
文
節
へ
　
独
立
の
文
節
を
指
摘
せ

よ
。
・
こ
が
ら
し
や
'
か
ぎ
り
知
ら
れ
ぬ
星
の
数
(
大
修
館
・
二
年
・
文
の
構

造
)

〔
C
〕
　
単
語
に
関
す
る
設
問

単
語
に
関
し
て
は
、
各
品
詞
別
に
問
う
も
の
と
'
自
立
語
'
付
属
語
、
あ
る

い
は
へ
　
用
言
と
い
っ
た
段
帽
で
問
う
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
へ
　
品
詞
に
関
し
て

は
'
そ
の
種
指
を
閃
う
も
の
へ
品
詞
分
解
さ
せ
る
も
の
へ
　
品
詞
の
区
別
を
さ
せ

る
も
の
が
あ
る
。
中
で
も
圧
倒
的
に
多
い
の
は
'
動
詞
へ
助
動
詞
に
関
す
る
設

問
で
、
そ
れ
ぞ
れ
<
一
一
五
V
、
<
一
〇
三
∨
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
一
下
位

分
類
か
ら
み
て
い
ノ
＼
。

‖
　
別
記
に
間
す
'
C
'
!
v
;
間

動
詞
に
関
す
る
設
問
で
は
'
捕
用
形
へ
活
用
の
校
坊
を
問
う
も
の
が
大
部
分

で
'
汚
用
形
を
問
う
も
の
八
五
一
∨
'
活
用
の
畦
類
を
問
う
も
の
<
二
四
∨
'

挿
用
の
較
雛
お
よ
び
活
用
形
を
あ
わ
せ
て
問
う
も
の
<
二
一
∨
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
'
音
便
形
に
関
す
る
も
の
が
八
七
V
t
動
詞
の
一
般
的
知
識
に
関
す
る
も

の
八
九
>
と
な
っ
て
い
る
。

帆
.
助
動
詞
に
関
す
る
設
問

助
動
詞
に
お
い
て
は
へ
そ
の
活
用
の
し
か
た
'
接
続
の
し
か
た
な
ど
に
よ
っ

て
'
各
助
動
詞
の
性
質
を
問
う
も
の
へ
す
な
わ
ち
'
助
動
詞
の
種
類
を
問
う
も

の
が
多
く
へ
動
詞
に
関
す
る
設
問
と
は
、
そ
の
点
が
ち
が
っ
て
い
る
。
特
に
助

1C9



動
詞
で
は
'
接
続
の
し
か
た
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

○
助
動
詞
の
項
類
と
沼
用
形
を
問
う
も
の
(
特
に
接
続
の
し
か
た
)
八
四

八
V

G
J
」
詞
C
S
i
?
(
絹
V
.
F
'
%
-
性
試
)
を
埠
っ
も
の
<
三
七
∨

○
助
動
詞
を
区
別
さ
せ
る
も
の
<
一
二
∨

桝
　
助
詞
に
関
す
る
設
問

○
助
詞
の
意
味
を
問
う
も
の
<
一
一
∨

○
助
詞
の
用
法
(
接
続
)
を
問
う
も
の
八
二
七
∨

○
的
詞
O
t
^
-
r
r
お
よ
び
汗
i
#
蝣
-
ォ
-
.
・
間
う
も
の
<
]
一
>

○
助
詞
の
区
別
を
さ
せ
る
も
の
八
一
一
∨

〇
一
般
的
知
識
に
関
す
る
も
の
<
四
∨

こ
の
よ
う
に
へ
　
助
詞
に
お
い
て
は
へ
　
そ
の
同
法
に
関
す
る
設
問
が
多
く
み
ら

れ
、
つ
い
で
'
そ
の
意
味
種
頬
に
関
す
る
も
の
へ
区
別
を
さ
せ
る
も
の
t
　
と
い

う
順
に
な
っ
て
い
る
。

糾
　
形
容
詞
へ
形
容
動
詞
に
関
す
る
設
問

こ
こ
で
も
、
沼
田
の
桓
類
と
沼
同
形
を
問
う
も
の
が
多
い
.

〇
形
容
詞
'
形
容
動
詞
の
区
別
を
問
う
も
の
<
六
∨

○
沼
田
形
と
沼
用
の
種
塀
を
問
う
も
の
八
三
一
∨

○
沼
田
お
よ
び
用
法
を
問
う
も
の
<
入
∨

○
音
便
形
に
つ
い
て
問
う
も
の
<
一
∨

と
な
っ
て
い
る
。

馴
　
名
詞
へ
代
名
詞
に
関
す
る
設
問

こ
の
設
問
は
'
非
常
に
少
な
い
。
全
体
で
'
<
五
V
で
あ
る
。

○
名
詞
・
代
名
詞
の
種
類
を
問
う
も
の
<
一
∨

○
名
詞
の
積
朝
を
問
う
も
の
<
一
∨

○
名
詞
を
抜
き
出
す
も
の
<
三
∨

と
な
っ
て
い
る
。

㈲
　
副
詞
・
連
体
詞
・
接
続
詞
・
感
動
詞

こ
れ
ら
を
'
同
一
の
項
目
と
し
て
と
り
塙
げ
た
の
は
'
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で

問
題
に
さ
れ
る
の
で
は
な
-
、
同
一
設
問
の
中
で
'
い
っ
し
ょ
に
扱
わ
れ
る
場

合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
'
数
と
し
て
は
非
常
に
少
な
い
。

○
こ
れ
ら
の
品
詞
の
指
摘
、
区
別
を
さ
せ
る
も
の
八
二
∨

○
接
続
詞
・
副
詞
の
項
類
を
問
う
も
の
八
一
∨

○
接
続
詞
・
感
動
詞
の
位
萌
を
間
う
も
の
八
一
V

O
こ
れ
ら
の
語
句
の
意
味
、
同
法
に
関
す
る
も
の
<
二
v

c

'

.

"

"

.

'

　

　

　

∵

‥

.

、

　

　

　

　

　

　

[

-

蝣

・

;

-

:

・

　

　

　

…

=

:

<

m

一
∨

つ
ぎ
に
'
同
言
、
自
立
語
、
付
属
語
の
単
位
の
設
問
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

糾
　
用
言
に
関
す
る
設
問
八
二
八
∨

用
言
と
い
う
単
位
で
、
動
詞
へ
形
容
詞
'
形
容
動
詞
を
ま
と
め
て
扱
っ
て
い

る
設
問
で
あ
る
。
用
言
に
関
し
て
は
、
所
用
形
を
問
う
も
の
か
'
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。○
汚
同
形
を
問
う
も
の
八
一
七
∨

○
沼
用
の
種
類
と
捕
同
形
を
問
う
も
の
<
四
∨

○
音
便
形
に
関
す
る
設
問
八
二
∨

○
用
言
の
性
質
へ
沼
用
に
閥
E
す
る
も
の
<
五
∨

と
な
っ
て
い
る
。

c
o
　
自
立
語
'
付
属
語
に
関
す
る
設
問
<
二
l
v

こ
れ
も
'
数
と
し
て
は
'
非
常
に
少
な
い
。
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○
自
立
語
を
指
摘
さ
せ
る
も
の
八
一
∨

○
自
立
語
と
付
属
語
の
区
別
を
さ
せ
る
も
の
<
三
∨

○
付
目
訂
C
i
x
i
.
-
j
.
郎
H
m
)
O
t
i
別
t
 
f
t
i
r
i
i
に
す
る
・
、
'
Q
<
八
∨

と
な
っ
て
い
る
。

㈹
　
品
詞
分
別
に
田
す
る
設
問
<
六
七
∨

品
詞
分
析
に
関
し
て
は
'
単
に
品
詞
名
を
問
う
も
の
や
'
品
詞
分
解
を
さ
せ

る
も
の
は
少
な
-
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
'
紛
れ
や
す
い
品
詞
を
区
別
さ
せ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
へ
　
こ
の
品
詞
の
区
別
に
関
す
る
も
の
が
'
<
四

二
V
も
あ
り
へ
大
部
分
は
助
詞
、
助
動
詞
の
区
別
で
あ
る
。
<
三
一
∨

副
詞
へ
接
続
詞
'
あ
る
い
は
動
詞
と
関
連
し
て
区
別
さ
せ
る
も
の
は
'
少
な

-
'
<
五
V
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

○
次
の
練
を
付
け
た
吾
の
違
い
を
説
明
せ
よ
。

兵
ひ
し
と
並
み
居
が
引

・
忠
盛
い
ま
だ
億
前
守
村
引
し
時

'

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

↑

　

!

・

-

・

・

y

'

*

.

・

・

'

-

V

j

*

∵

・

;

'

-

サ

"

*

*

'

】

○
次
の
「
な
む
」
を
区
別
せ
よ
。

‥
i
-
・
サ
.
 
'
-
'
J

i
"
-
.
1

・

'

-

-

*

蝣

　

、

・

蝣

　

1

.

:

i

'

.

'

-

　

i

　

蝣

;

.

-

∵

　

∵

∵

　

、

.

'

.

-

-

'

.

I

O
次
の
三
つ
の
「
あ
り
」
を
三
種
顎
に
分
け
て
み
よ
う
。

大
き
な
る
榎
の
木
創
り
ー
け
れ
ど

A
-
'
&
‖
-
-
1
-
f
蝣
.

そ
の
跡
大
き
な
る
堀
に
て
劇
引
け
れ
ば
'

な
'
n
'
-
M
;
ら
.

〔
D
〕
用
言
の
用
法
に
関
す
る
設
問

H
係
結
び
に
関
す
る
も
の
<
八
∨

∴
ご
∵
ト
リ
.
.
3
卜
t
i
.
V
-
,
'
.
i

し
て
は
多
い
も
の
と
予
恕
し
て
い
た
.
し
か
し
'
期
待
し
た
ほ
ど
の
こ
と
は
な

く
へ
<
八
V
で
あ
る
。

○
徒
然
草
の
文
中
か
ら
係
り
結
び
の
用
例
を
あ
げ
上
の
係
り
の
助
詞
に
対
し

て
'
そ
れ
を
受
け
て
結
ん
で
い
る
語
の
品
詞
と
弼
用
形
を
調
べ
て
み
よ

う
。
(
大
原
二
年
・
文
語
文
法
的
)

口
敬
n
l
表
現
に
関
す
る
設
問
<
入
∨

古
典
の
場
合
、
主
柘
が
明
示
さ
れ
な
い
で
'
文
が
就
い
て
い
く
。
そ
こ
で

は
'
敬
語
法
が
解
釈
の
う
え
か
ら
も
'
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
そ
こ

C
"
呈
-
'
*
"
∴
∵
<
i
サ
・
.
#
;
い
,
∴
:
が

ら
'
わ
ず
か
に
八
一
八
V
で
'
意
外
に
少
な
い
。

こ
の
中
で
'
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
'
助
動
詞
'
補
助
動
詞
へ
動
詞
に
お
け

る
尊
敬
態
へ
謙
琵
態
の
別
で
あ
る
.
設
問
の
形
と
し
て
多
い
の
は
'
こ
れ
ら
の

・
-
-
,
:
-
*
i
・
・
%
-
.
4
7
-
∴
t
E
-
.
1
・
-
一
蝣
-
:
J
t
「
.
!
-
"
'
-
t
f
、
¥
-
'
:
'

-
'
.
'

こ
う
い
っ
た
設
問
の
中
に
は
'
次
の
よ
う
な
一
般
的
な
も
の
も
あ
る
。

O
「
虫
塑
つ
る
姫
君
」
な
ど
の
'
す
で
に
学
ん
だ
古
典
教
材
を
敬
語
に
注
意

・
1
i
・
.
'
"
I
<
/
'

蝣
蝣
い
。

そ
の
他
へ
文
法
知
識
1
投
に
関
す
る
]
m
間
が
一
入
例
み
え
て
い
る
。

第
二
節
学
年
別
傾
向
(
数
的
に
み
た
場
合
)

全
体
数
<
六
〇
一
∨

一
年
<
四
〇
七
∨

ifJH



二
年
<
一
四
三
∨

一
二
年
八
五
一
v

H
一
年
の
場
合

l
年
の
設
問
八
四
〇
七
V
の
う
ち
、
蝉
語
に
関
す
る
設
問
が
大
部
分
で
、

八
三
〇
V
で
あ
る
。
文
の
構
造
に
関
す
る
も
の
は
'
わ
ず
か
に
<
二
一
ニ
V
t
用

言
の
用
法
は
<
一
四
V
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
へ
一
年
で
は
'
単
語
に
関
す
る
学
習
を
頂
祝
し
て
お
り
'
中
で

も
二
r
i
間
l
i
r
.
・
'
蝣
、
い
蝣
'
-
-
.
.
蝣
蝣
J
　
既
㌫
　
に
-
.
?
蝣
<
-
i
f
f
も
の
が
'
特
に
れ
祝
さ
れ
一
t
J
い

・

'

.

'

"

,

・

.

1

'

.

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

t

 

t

 

L

蝣

蝣

.

:

¥

詞
t
 
S
t
H
i
f
r
 
r
-
…
汀
　
納
品
F
I
T
サ
u
t
 
m
川
l
~
l
t
糊
拙
詞
で
・
」
t
C
<
<

ま
た
、
一
年
に
み
ら
れ
る
傾
向
と
し
て
は
、
口
語
文
法
と
比
較
さ
せ
る
設
問

が
'
か
な
り
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
用
言
　
(
中
で
も
へ
動
詞
が
多

い
)
に
関
す
る
設
問
で
あ
る
。
た
と
え
ば
へ

○
口
語
に
は
'
「
泳
げ
る
」
　
「
容
け
る
」
と
い
う
動
詞
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を

何
と
言
っ
た
か
。
文
語
に
は
こ
の
よ
う
な
動
詞
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
(
文

学
社
二
年
・
動
詞
の
粥
用
)

○
こ
の
単
元
に
採
っ
た
「
竹
塀
物
語
」
の
中
か
ら
用
言
を
抜
き
出
し
て
'
そ

の
沼
用
を
口
語
の
清
用
と
比
較
し
て
み
よ
う
O
　
(
自
習
・
一
年
・
古
典
の

こ
と
ば
)

な
ど
'
口
語
文
法
を
反
省
し
'
復
習
し
な
が
ら
'
文
語
文
法
を
よ
り
決
-
理
解

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

f
f
　
二
年
の
場
合

二
年
の
総
粒
八
一
四
三
>
の
う
ち
、
単
語
に
甜
す
る
設
問
が
八
六
六
V
t
文

の
構
成
に
関
す
る
設
問
(
文
の
種
類
も
含
む
)
が
八
六
1
>
と
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
'
単
語
に
関
す
る
も
の
よ
り
も
'
文
の
項
類
'
構
成
が
よ
り
式
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

∴
∵
.
-
∴

、
、
.
"
・
蝣
・
蝣
.
'
.
-
.
'
i
'
:
蝣
'
-
U

語
の
関
係
と
な
っ
て
い
る
O

的
三
年
の
場
合

全
体
数
は
三
年
が
一
番
少
な
く
<
五
一
>
で
あ
る
。
1
)
の
中
で
多
い
設
問

は
,
品
詞
分
脈
に
関
す
る
も
(
㌢
つ
い
で
'
文
節
と
文
節
と
の
関
係
、
放
課
表

現
、
助
動
詞
と
な
っ
て
い
る
。

一
-
・
'
.
'
.
i
∵
・
-
・
・
・
・
∵
蝣
'
;
・
'
-
'

-
.
'
-
'
.
<
:
蝣
こ

か
ら
は
特
に
著
し
い
傾
向
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
/
I
。

:
・
・
∴
ト
∴
'
-
;
'
*

詞
へ
助
詞
に
関
す
る
設
問
が
F
J
割
六
分
、
お
よ
そ
五
割
に
近
い
数
を
占
め
て
い

る
。
特
に
動
詞
も
助
動
詞
で
は
'
捕
用
に
関
す
る
も
の
、
助
詞
で
は
用
法
が
中

心
を
な
し
て
い
る
。

こ
う
い
う
こ
と
か
ら
琴
見
る
と
、
文
法
嬰
R
に
お
い
て
は
、
古
典
を
理
解
す

る
た
蝣
i
^
^
文
H
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